
評価の
平均

参考:令和３年度
の平均 学校評議員・保護者などの意見（抜粋）

  各種の通信やホームページ、オープ
ンハイスクール等により生徒・保護
者・地域に情報を発信している。

3.32 3.09

  学校評議員の意見、保護者や地域の
声を学校改善に生かしている。 3.04 2.96

校
内

連
携

 各学校行事の反省を整理し、課題を共
有して工夫・改善に取り組んでいる。 2.89 2.99

 教職員が生徒指導の方針・目標を理解
し、組織的な生徒指導を展開してい
る。

2.89 2.97

 個人面談、家庭との連携を密にするこ
とで、生徒の内面理解に基づく生徒指
導を実践している。

2.96 2.87

 ホームルーム活動や生徒会活動を活性
化することで、生徒相互の良好な人間
関係を築いている。

3.07 2.98

本校いじめ防止基本方針に基づき、い
じめに対して組織的に取り組み、未然
防止や早期発見を図っている。

3.06 2.94

 進路指導部と学年・教科が連携し、進
路実現に向けて計画的・組織的な指導
を展開している。

2.90 3.00

 就職・進学に関するガイダンスを充実
し、進路意識や進路実現への意欲を高
めている。

3.07 2.99

 企業見学・インターンシップやオープ
ンキャンパスにより進路動機や勤労
観・職業観を醸成している。

3.07 2.99

 研究授業や授業公開、生徒による授業
評価を実施して教科指導力の向上に努
めている。

2.66 2.75

 主体的に研修会に参加するなど、課題
意識をもって自己の研鑽に努めてい
る。

2.90 2.93

個
に
応
じ

た
学
習
指

導
 生徒の興味・関心・進路目標に配慮し
た選択科目や類型を設定し、各科の特
色化を図っている。

2.97 3.01

意
欲
の

喚
起

 授業を工夫し、基礎・基本の定着と学
習意欲の伸長を図っている。 2.98 2.87

自
ら
学
び

考
え
る
力

の
育
成

体験的・問題解決的な学習の展開を通
して、自ら考え、判断し、行動する力
を育成している。

2.92 2.90

課
外

活
動

 部活動の充実を通して、技能の向上と
ともに健やかな体・豊かな心の育成に
努めている。

3.08 3.05
・部活動の在り方も多様化しています。教員にも生徒にも負担の少ない取組が望ましいと思いま
　す。（学校評議員）

防
災
・

安
全
教
育

 防災・安全教育を充実し、職員・生徒
の危機意識を高め危機管理の実践力・
組織力を高めている。

3.22 3.15

・地域ぐるみの防災活動に感謝しています。（学校評議員）

・昨今の情勢を踏まえて、あちらこちらで安全教育や危機管理のマニュアルの見直しが行われ
　ています。実践的な力として若い力にも期待していますので、各機関が連携したマニュアル
　ができればいいと思います。（学校評議員）

情
報

教
育

 個人情報の取り扱いや情報発信が社会
に与える影響を理解し、情報モラルに
関する意識を高めている。

3.08 3.12
・情報モラルに関しては言いすぎることはありませんので、繰り返し伝えながら意識を高めて
　いってください。（学校評議員）

人
権

教
育

 各教育活動を通して、互いの人権や命
を大切にする心と態度を育んでいる。 3.09 3.05

・命を大切にすることと、個を尊重することはつながっています。自分本位になりがちですが、
　身近な人を思う気持ちから人権意識につなげていけたらいいと思います。（学校評議員）

体
験

活
動

 ボランティア等の体験活動を充実し
て、自己有用感や豊かな人間性・社会
性を育んでいる。

3.06 2.97

・山高があることが加生自治会の活性化になっています。感謝しています。（学校評議員）

・人の役に立てた経験は、人としての自信とゆとりにつながって、自分から動く気持ちが育
　ってくると思います。小さな活動を大切に続けていってほしいです。（学校評議員）

令和４年度学校評価項目 令和４年度の取組と課題

生
徒
指
導

兵 庫 県 立 山 崎 高 等 学 校 　令 和 ４ 年 度 学 校 評 価 報 告 書

学 校 教 育 目 標 重  点  目  標

時代がどのように変わろうとも、心豊かにたくましく生きていく人を育てる。

(1) ふるさとに学び、ふるさとを愛し、地域に貢献する人づくり。
(2) 学業と部活動に力一杯取り組み、高き理想に挑戦する人づくり。
(3) 夢をかたり、夢をはぐくみ、夢をかなえる人づくり。

(1) 主体的に学習に取り組む姿勢を育み、進路目標に応じた学習の充実により、学力向上をめざす。

(2) 互いを尊重する思いやりの精神とともに、自他の命や人権を大切にする心を育む。

(3) キャリア教育を通して、学ぶ意義や将来の目標を見出し、キャリアプランニング能力を育むとともに、自立した社会人に必要な能力を
　　培う。

(4) 地域と連携した活動により、ふるさと意識を育むとともに、人々との絆を深め、社会の一員としての自覚を高める。

(5) グローバル化の進展に対応して、語学力やコミュニケーション能力を高めるとともに、主体性や創造性、チャレンジ精神をもって行動
　　する力を育む。

(6) 災害から得た教訓を生かし、助け合いの精神やボランティア精神を育むとともに、山崎断層帯に位置する学校として防災教育を推進し、
　　災害への対応力を高める。

(7) 「ノー部活デー」、「ノー会議デー」、「定時退勤日」を完全実施し、勤務時間の適正化に努める。

教  育  方  針
(1) 自らの可能性を信じ、困難や逆境に立ち向かう人を育てる。

(2) 郷土を愛し、地域の人々と支え合い協力して、兵庫の発展に貢献する人を育てる。

(3) 伝統と文化を尊重するとともに、多様な価値観を理解し、国際社会に貢献する人を育てる。

(4) 思いやりと寛容の心をもち、命と人権を大切にする人を育てる。

・生徒が安全で安心して学校生活が送れるように校則
　の見直を積極的に行った。また、多様な生き方を尊
　重するために、令和5年度からジェンダレスの制服の
　導入を決定することができた。急速に変化する社会
　に対応した校則の見直しを今後も検討していきた
い。

・教職員が生徒の声に耳を傾け、深く関わりを持ち、
　組　織的に対応することに努めたことで、大きな生
　徒指導事案が著しく減少した。そのことから、学校
　の雰囲気が以前より明るくなっている

・昨年度に引き続き、生き方を考える講演会や命の大
　切さを考える講演会を実施した。特に、「ヘアドネ
　ーションについて」を演題として、本校の卒業生が
　実施した講演会は、自他の命の大切さを考える良い
　機会となった。

・いじめのアンケートを年間5回全校生に実施しいじめ
　の未然防止・早期発見・早期対応に努めた。また、
　次年度に続き、夏季休業中に保護者向けのいじめに
　関するアンケートを実施、様々な観点でいじめの認
　知に努めた。

・昨年度に引き続き、生徒会が中心となり、山崎町内
　の保育園・幼稚園・さつき学級へ花を植えたプラ
　ンターと花壇名「やまこうかだん」と記した看板を
　寄贈し、地域貢献に取り組んだ。

・イオン山崎店で、生徒会や有志でウクライナを支援
　する活動の一環として募金活動を実施した。

・アンケートでの質問が答えにくい。授業参観もなく校内の様子が不明（保護者）
・２年の修学旅行の行き先を決める前に、アンケートをしてほしかった。（保護者）
・まったく学校の様子が分からず答えづらいアンケート。（保護者）
・部活の保護者会をしてほしい。（保護者）
・学校への欠席連絡の時間をもう少し早めてほしい。（保護者）
・普通科の学校での様子をもっと知りたい。（保護者）
・ホームページが見にくいです。（保護者）
・３年間通わせていただき、とてもいい学校だと常に感じていました。ありがとうございまし
　た。（保護者）
・「山高タイムズ」を楽しみに拝見させていただいています。せっかくなのでより多くの方の目
　にとまる場所に掲示できればいいなと思います。（学校評議員）

学
校
運
営

教
員
の
資
質
向
上

・研究授業、授業公開、授業評価の充実を図る。

・若手教員が多いことからＯＪＴ（on the job
　training 職場で実務をさせることで行う職業教育の
　こと）の充実を図り、学校教育現場での教員として
　の資質の向上を目指した。

学
校
運
営

・登下校する生徒のマナーが悪い。道に広がって歩き、車がきても脇へどうこうとしない、自転
　車で飛び出してくるなど何度学校に電話しようと思ったことか・・登下校中に奇声をあげたり
　大声で歌を歌うのもどうかと思います。（保護者）

・生徒はおとなしく、行儀よく活動している。（保護者）

・今年度も「やまこうかだん」ありがとうございました。直接生徒さんと交流することができ
　ませんでしたが花を通して山高生の取組を保護者に紹介できます。（学校評議員）

進
路
指
導

・進路の選択肢が多く、自分に適した道を見つけるのがかえって難しくなっているようで、指
　導される側も大変だと思います。良きアドバイスができる教職員や先輩の活用が不可欠です
　ね。（学校評議員）

開
か
れ
た

学
校
づ
く
り

・本校webページのブログ欄の更新頻度をあげ、情報発
　信に努めている。

・「山高タイムズ」（学校便り）を定期的、継続的に
　発行し、在校生の出身中学校や市役所、加生自治
会、
　神姫バス山崎停留所などに配付し、情報発信に努め
　ている。

・コロナ禍で停滞気味だった地域の催しが、少しずつ
　復活しているので、積極的に参加して地域の活性化
　に貢献したい。

・森と食科では、２年生を対象にインターンシップを
　実施し、地域の企業で関連する作業に触れることで
　勤労観・職業観を身につけることができた。

・生徒の希望進路に応じ、ガイダンスを実施し、進路
　実現に向けた取組について理解を深めることができ
　た。

・企業と連絡を密に取ったり、応募前見学の推奨や面
　接指導や面談の充実に取り組み、確かな勤労観の育
　成を図った。

・学力向上に向け、組織的に補習計画を立て、体系的
　に実施することができた。

   その他学（校評議員より）
　 ・ 昨年度に引き続き評価報告を拝見し、総論として高等学校が取り組むべき課題の多さとその困難がよく理解できます。多岐にわたる項目に職員の皆さんが奮闘しておられることに対して
　　　心から敬意を表します。ただ地域住民の評価や、ネット上にある本校の学力偏差値などを見聞きするにつけ、なお一層のご努力をお願いしたいと思っているので、どうかよろしくお願い
　　　いたします。

・三者面談での担任の態度が威圧的であった。(保護者）

・教員の資質向上が生徒の学力向上や生活の質の向上に直結していることは明らかです。専門
　職としての努力に今後も期待します。（学校評議員）

教
育
課
程

・令和４年度入学生（77回生）より、新学習指導要
　領が施行されることを受け、教育課程を大幅に見
　直し、多様化する生徒たちの進路希望に柔軟に対
　応可能な教育課程の編成を目指した。

・本年度より始まったBYOD（Bring Your Own Device）
　を受け、効果的なICT機器の利活用に向けた教員間
　での情報共有を密にしている。

・森と食科では、実習や演習を充実させ、国有林など
　の関連施設の見学研修や、特別非常勤講師など民間
　人材を活用し、特色ある授業展開を行った。

・テストの２週間前には考査の範囲表を配付してほしい。（保護者）

・山崎高校ならではの学びの機会、山崎高校だからこそできる授業内容があるので特色ある
　取組を充実させていってほしいと思います。（学校評議員）

課
題
教
育

・ノー部活動デーを完全実施し、時間にゆとりを持っ
　た部活動が実施できている。

・生徒自らが主体的に部活動に取り組んでいる。

・森と食科では、実習における安全教育を行ってお
　り安全の心得に基づき、安全な実習に取り組んで
　いる。

・家庭クラブで防災袋作りについての呼びかけとアン
　ケート調査を全校生徒対象に行った。

・防災体験活動では、千人鍋で作る山高防災豚汁のレ
　シピ作りを森と食科生徒が担当し、炊き出しの成功
　に貢献した。

・防災体験活動では、西播磨県民局の協力をいただき
　防災士の指導の下、土嚢積み体験、ロープワーク、
　避難所の設置体験、ＡＥＤ使用体験などを行った。

・情報セキュリティ実施手順にのっとり、校内のセキ
　ュリティ対策を点検した。

・個人情報の保存場所やパスワードの取り扱いについ
　て確認し、適切に扱えるよう校内研修を行った。

・人権映画「いのちの停車場」鑑賞会を行った。また
　鑑賞会に向けて事前指導を行った。
・生徒指導部と協力し、命の大切さを考える講演会
 「ヘアドネーション」を行った。
・人権映画鑑賞会と命の大切さを考える講演会を振り
　返る人権LHRを実施した。
・各取組を通じて、個々の生き方に関する考え方や、
　自他の命の大切さについて共有することで、将来
　の生き方について考える機会を設けた。

・家庭クラブでウクライナ支援のための手作りカップ
　ケーキ緊急販売と募金活動を行った。

・山高街の駅をイオンなどで開催し、地域の活性化に
　貢献した。


